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校  

長   

大　

川　

直　

邦

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長  

草　

野　

重　

人

少
と
地
方
創
生
」、
さ
ら
に
は
、
米

英
を
は
じ
め
と
す
る
「
国
際
情
勢
の

変
化
」
な
ど
、
今
日
の
社
会
状
況
の

変
化
は
加
速
度
を
増
し
、
複
雑
で
予

測
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
ど
の

よ
う
な
職
業
や
人
生
を
選
択
す
る
か

に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち

の
生
き
方
に
影
響
す
る
も
の
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
ば
、

い
か
に
進
化
し
た
人
工
知
能
で
も
、

そ
れ
が
行
っ
て
い
る
の
は
「
与
え
ら

れ
た
目
的
の
中
で
の
処
理
」で
あ
り
、

人
間
は
、
感
性
を
豊
か
に
働
か
せ
、

ど
の
よ
う
な
未
来
を
創
っ
て
い
く
の

か
、
ど
の
よ
う
に
社
会
や
人
生
を
よ

り
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
の
か
と
い

う
目
的
を
自
ら
考
え
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
力
を
育
ん
で

い
く
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
、
社
会

の
変
化
に
主
体
的
に
向
き
合
い
関
わ

り
合
い
、
そ
の
過
程
を
通
し
て
、
自

ら
の
可
能
性
を
発
揮
し
、
よ
り
よ
い

社
会
と
幸
福
な
人
生
の
創
り
手
と
な

る
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
そ

の
方
策
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
×

ロ
ー
カ
ル
＝
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育

成
」
が
有
効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
と
ロ
ー
カ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た

造
語
で
、「T

hink Globally, A
ct 

Locally

」（
地
球
規
模
で
考
え
、
足

元
か
ら
行
動
せ
よ
）
か
ら
き
て
い
ま

す
。「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
」

と
は
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
を

図
り
な
が
ら
、
国
際
社
会
で
通
用
す

る
能
力
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

持
っ
て
、
我
が
国
や
地
域
の
伝
統
・

文
化
を
尊
重
し
た
り
、
多
様
な
他
者

と
協
働
し
な
が
ら
目
標
に
向
か
っ
て

挑
戦
す
る
力
、
地
域
・
社
会
に
お
け

る
産
業
の
役
割
を
理
解
し
地
域
創
生

等
に
生
か
す
力
、
自
然
環
境
や
資
源

の
有
限
性
等
の
中
で
持
続
可
能
な
社

会
を
創
る
力
、
新
た
な
価
値
を
生
み

出
す
豊
か
な
創
造
力
等
を
持
っ
た
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
も
、
ロ
ー
カ

ル
に
も
通
用
す
る
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人

材
」
に
は
、
各
教
科
で
身
に
つ
け
た

学
力
や
語
学
力
を
も
と
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
揮
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
生
徒
一
人

一
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
し
、
よ

り
一
層
納
得
の
い
く
、
多
様
な
希
望

進
路
の
実
現
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
宇
南
高
は
生
徒
が
伸
び
る
高
校
」

で
あ
る
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。
生

徒
一
人
一
人
を
大
切
に
、
将
来
、
地

域
・
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
教
職
員

一
同
、
生
徒
が
本
校
で
学
ぶ
こ
と
に

喜
び
と
誇
り
を
持
ち
、
保
護
者
の
皆

様
の
期
待
に
応
え
、
地
域
か
ら
愛
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご

理
解
ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

本
年
四
月
に
着
任
し
ま
し
た
校
長

の
大
川
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
本
校
教
育
活
動
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
今
年
は
三
百
二
十
名
の
新

入
生
を
迎
え
、
全
生
徒
数
は
九
百
十

九
名
と
な
り
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、

四
月
以
来
、
活
気
あ
る
雰
囲
気
の
中

で
、
授
業
、
部
活
動
、
そ
し
て
国
際

理
解
や
地
域
連
携
活
動
な
ど
、
日
々

楽
し
く
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
で
は
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

陸
上
競
技
部
、
柔
道
部
、
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
が
本
県
代
表
と
し
て
関
東
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の

各
運
動
部
・
文
化
部
・
イ
ン
タ
ー
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
等
々
の
生
徒
も
、
三
年

生
を
中
心
に
全
国
規
模
の
大
会
出
場

や
記
録
更
新
な
ど
を
目
標
に
、
各
種

大
会
で
頑
張
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

さ
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
」、

「
知
識
基
盤
社
会
の
進
展
」、「A

I

、

IoT

等
に
代
表
さ
れ
る
産
業
構
造
の

大
変
革
」、「
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

　

本
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
不
慣
れ
で
至
ら
な
い

点
も
在
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一
年

間
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
通
し
て
、子
供
達
が
安
全
・

安
心
に
学
校
生
活
を
過
ご
せ
る
環
境

作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽
力
頂
き
ま

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
校

長
先
生
を
は
じ
め
先
生
方
、
職
員
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
技

術
の
発
展
に
よ
り
、
ス
マ
ホ
一
つ
あ

れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
簡
単
に
手

に
入
り
ス
マ
ホ
の
依
存
率
は
ま
す
ま

す
強
く
な
っ
て
い
き
、
さ
ら
に
Ａ
Ｉ

技
術
に
よ
り
「
人
」
と
い
う
存
在
自

体
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
く
時
代
の
中
、

子
供
達
自
身
が
何
を
考
え
何
処
を
目

指
す
べ
き
か
確
信
を
持
て
ず
に
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
「
生
徒

諸
君
に
寄
せ
る
」
と
い
う
宮
沢
賢
治

の
詩
の
中
で
、
そ
の
若
人
と
は
未
来

か
ら
の
風
を
感
じ
輝
か
し
い
未
来
を

想
像
し
、
そ
し
て
行
動
す
る
人
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い

ま
す
。
私
達
保
護
者
も
子
供
を
守

り
、
人
、
地
域
、
自
然
な
ど
の
関
わ

り
の
中
で
大
き
な
変
化
に
対
応
で
き

る
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
し
て
い
く
事
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
子
供
た
ち
を

理
解
し
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
で
き
る
か

ぎ
り
共
有
出
来
る
よ
う
に
共
に
学
び

な
が
ら
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
子
供
達
の
成
長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
が
よ
り
一
層
充
実
し
発
展
す
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。
私
自
身
も
、
皆

様
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
し
っ

か
り
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
保
護
者
・
教
職
員
の

皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に

ご
あ
い
さ
つ
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平
成
二
十
九
年
度  

役
員

Ｐ
Ｔ
Ａ

会　

長 

草　

野　

重　

人

副
会
長 

鈴　

木　

宏　

美

副
会
長 

菊　

地　

め
ぐ
み

副
会
長 

山　

本　

美
也
比

副
会
長 

森　

田　

昌　

次

副
会
長 

森　
　
　

 

陽　

子

副
会
長 

大　

山　
　
　

優

書　

記 

松　

本　

光　

江

書　

記 

及　

川　
　
　

聡

会　

計 

阿　

部　

文　

子

会　

計 

矢　

口　

安　

夫

顧　

問 

大　

川　

直　

邦

会
計
監
査 

西　

島　

昌　

子

会
計
監
査 

加　

藤　

伸　

子

会
計
監
査 

枝　

野　

敦　

子

３
学
年
委
員
長 

今　

西　

雄　

二

２
学
年
委
員
長 

根　

本　

知　

美

１
学
年
委
員
長 
神　

田　

直　

美

総
務
部
長 
面　

川　

美
津
子

広
報
部
長 

太　

田　

美　

子

生
活
指
導
部
長 

稲　

葉　

聡　

美

研
修
部
長 

増　

渕　
　
　

栄

厚
生
部
長 

熊　

谷　

喜
代
美

部
活
動
後
援
会

会　

長 

草　

野　

重　

人

副
会
長 

川　

人　

典　

子

副
会
長 

戸　

崎　

三
枝
子

副
会
長 

大　

山　
　
　

優

書　

記 

安　

納　

史　

子

書　

記 

及　

川　
　
　

聡

会　

計 

清　

野　
　
　

琴

会　

計 

矢　

口　

安　

夫

顧　

問 

大　

川　

直　

邦

会
計
監
査 

高　

田　

暁　

美

会
計
監
査 

村　

松　

亜　

紀

会
計
監
査 

佐
々
木　

未　

央

三
学
年
保
護
者
の
皆
様
へ

三
学
年
委
員
長　

今
西　

雄
二

　

私
は
、
本
年
度
の
第
三
学
年
委
員

長
を
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
今
西
と

申
し
ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
皆
様

方
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
は
、
ま
だ
ま

だ
厳
し
い
時
代
を
進
む
事
だ
ろ
う
と

容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。「
人
生
は

一
冊
の
問
題
集
」
で
す
。
予
習
や
復

習
の
出
来
な
い
数
々
の
難
問
を
生
徒

た
ち
を
悩
ま
せ
る
事
で
し
ょ
う
。
南

高
の
生
徒
な
ら
こ
の
先
の
困
難
も
乗

り
越
え
て
行
く
事
が
出
来
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
皆
様
方
に
於
か

れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
子
供
達
が

旅
立
つ
日
本
の
社
会
が
、
少
し
で
も

良
い
環
境
に
な
れ
る
よ
う
に
、
無
関

心
に
な
ら
ず
、
政
治
や
社
会
情
勢
に

も
興
味
を
持
ち
、
マ
ス
コ
ミ
に
踊
ら

さ
れ
る
事
無
く
、
真
に
正
し
い
も
の

を
選
び
取
っ
て
、
地
域
や
町
ひ
い
て

は
こ
の
国
を
素
晴
ら
し
い
も
の
に
変

え
て
い
く
気
概
を
共
に
持
っ
て
頂
き

た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
楽
し
い

高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
役
員
の

皆
様
や
保
護
者
、
校
長
先
生
始
め
先

生
方
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
一
年

間
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三  

学  

年

二  

学  

年

一  

学  

年

皆
様
と
一
緒
に

二
学
年
委
員
長　

根
本　

知
美

　

昨
年
に
引
き
続
き
学
年
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年

は
皆
様
の
ご
協
力
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

無
事
に
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
子
供
達
も
２
年
生
に

進
級
し
ま
し
た
。
新
入
生
を
迎
え
上

級
生
と
し
て
の
自
覚
が
で
て
き
た
の

で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
２
年
生

は
将
来
に
向
け
て
の
大
切
な
学
年
だ

と
思
い
ま
す
。
家
庭
で
も
見
守
り
、

励
ま
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
勉
強
・
部
活
動
等
で
先
生

方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
子
供
達
が
充

実
し
た
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
会
員
の
皆
様
と
共
に
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
学
年
保
護
者
の
皆
様
へ

一
学
年
委
員
長　

神
田　

直
美

　

平
成
二
十
九
年
度
一
学
年
委
員
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
神
田
で
す
。
小
・
中
学
校

の
九
年
間
も
学
年
委
員
長
と
し
て
、

先
生
方
と
協
力
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

係
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
小
・
中
学
校
と
は
全
く
違

う
環
境
の
中
、
子
供
達
も
不
安
と
期

待
が
混
ざ
り
合
っ
た
学
校
生
活
が
始

ま
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
も

同
様
の
気
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
も
高
校
生
の
母
親
一
年
生
で

す
。
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
不
安

で
す
。

　

し
か
し
、
子
供
達
が
多
く
の
時
間

を
過
ご
し
、
沢
山
の
思
い
出
を
創
っ

て
い
く
学
校
と
い
う
場
所
。
そ
こ
で

の
様
子
を
付
か
ず
離
れ
ず
と
い
う
立

場
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
ら
、
と
委
員

長
の
命
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
供
達
も
子
供
と
大
人
の
中

間
地
点
と
い
う
難
し
い
年
頃
で
す
。

勉
強
・
部
活
・
友
人
関
係
・
進
路
と

様
々
な
場
面
で
立
ち
止
ま
る
事
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
先
生
方
と
保
護
者
間

の
風
通
し
を
良
く
し
、
共
に
子
供
達

を
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の

パ
イ
プ
役
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

増
渕

高
田

清
野

安
納

佐
々
木

稲
葉

太
田

面
川

枝
野

加
藤

西
島

今
西

根
本

神
田

阿
部

森
田

菊
地

草
野

鈴
木

山
本

森及
川

３段目

２段目

１段目
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教職員紹介
宜しくお願いします

（敬称略）

上
段
右
か
ら

　

加
藤　

泰
人
（
２
の
５
副
）

　

大
宮
司
貴
志
（
２
の
８
副
）

　

山
崎　

和
美
（
１
の
２
正
）

　

佐
藤　

弘
子
（
１
の
８
正
）

下
段
右
か
ら

　

下
山　

和
利
（
３
年
付
）

　

栗
原　

由
佳
（
３
の
３
正
）

　

吉
田　

信
行
（
１
の
６
副
）

　

上
杉　

晃
世
（
３
の
２
副
）

上
段
右
か
ら

　

手
塚　

直
也
（
２
の
８
正
）

　

藤
田　

昌
巳
（
２
の
４
副
）

　

福
田　

智
貴
（
１
の
５
正
）

　

田
野
井　

守

下
段
右
か
ら

　

山
東　
　

汀
（
２
の
１
副
）

　

黒
子　

麻
美
（
３
の
７
副
）

　

塚
田　

優
子
（
３
の
７
正
）

　

鵜
月　

洋
一
（
１
の
７
正
）

上
段
右
か
ら

　

及
川　
　

聡
（
２
の
７
副
）

　

石
戸　

直
美
（
２
の
１
正
）

　

小
林　

裕
美
（
１
の
６
正
）

　

長
谷
川
良
子
（
２
の
３
正
）

　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
・
ボ
ビ
ー
・
レ
イ

　

伊
東　

賢
治
（
１
の
３
正
）

下
段
右
か
ら

　

ヤ
ス
ミ
ン
・
サ
ユ
リ
（
１
年
付
）

　

西
垣　
　

徹
（
３
の
３
副
）

　

渡
辺　

聡
代
（
３
の
１
正
）

　

稲
葉　

久
恵
（
３
の
５
正
）

　

三
島
つ
か
さ
（
３
の
４
副
）

　

北
村
の
ぞ
み
（
２
の
４
正
）

　

髙
橋
佳
代
子
（
１
の
４
正
）

　

石
塚　

英
子

　

村
上　

結
郁

　

星
野　

典
子
（
１
の
３
副
）

国　

語　

科

数　

学　

科

英　

語　

科

芸
術
科
・
家
庭
科

 
一
年
生
に
望
む
こ
と

一
学
年
主
任　

佐
藤　

弘
子

　

一
年
生
も
入
学
し
て
三
ヶ
月
、
か

な
り
宇
南
高
生
（
？
）
ら
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
慌
た
だ
し
い
日
々
の

中
、
一
人
一
人
が
よ
く
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
先
日
の
球
技
大
会
で
は
日

頃
と
は
違
う
表
情
が
見
ら
れ
、
ま
た

各
ク
ラ
ス
が
チ
ー
ム
と
し
て
団
結
力

を
強
め
ま
し
た
。
生
徒
達
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
た
行
事
で
し
た
。

　

入
学
式
の
日
に
「
で
も
・
だ
っ
て

ど
う
せ
・
無
理
」
と
は
言
わ
な
い
よ

う
に
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
失
敗
を

せ
ず
、
ス
マ
ー
ト
な
生
き
方
が
で
き

れ
ば
何
よ
り
で
す
が
、
世
の
中
そ
う

上
手
く
は
い
き
ま
せ
ん
。
若
い
時
代

の
失
敗
は
財
産
に
な
り
ま
す
。
ま
ず

は
や
っ
て
み
て
、
小
さ
く
て
も
多
く

の
経
験
を
積
ん
で
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

学
習
面
で
は
今
後
難
易
度
が
上
が

り
、
授
業
を
聞
く
だ
け
で
は
実
力
は

は
つ
き
ま
せ
ん
。
将
来
を
見
据
え
る

必
要
性
も
高
ま
り
ま
す
。
で
は
ど
う

し
た
ら
良
い
の
か
。
当
た
り
前
で
す

が
、
基
礎
基
本
と
な
る
力
を
蓄
え
、

あ
と
で
ジ
タ
バ
タ
し
な
い
よ
う
に

日
々
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
応
援
致

し
ま
す
。

校　長
大川　直邦
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上
段
右
か
ら

　

阿
部　

智
志
（
１
の
８
副
）

　

岩
永
沙
由
里
（
１
の
１
副
）

　

大
山
美
也
子
（
２
の
７
正
）

　

針
谷　

英
子
（
２
の
２
副
）

　

唐
木
澤
妙
子
（
２
の
６
正
）

　

藤
沼　

晴
美
（
実
習
教
員
）

下
段
右
か
ら

　

篠
山　

秀
志
（
主
幹
教
諭
）

　

小
瀧　

貴
子
（
３
の
６
副
）

　

大
山　
　

優
（
教
頭
）

　

板
倉
有
紀
江
（
３
の
６
正
）

　

飯
竹　

雅
巳
（
主
幹
教
諭
）

上
段
右
か
ら

　

長
平　

佳
史
（
１
の
１
正
）

　

阿
久
津　

浩
（
３
の
１
副
）

　

福
田　

幸
也
（
１
の
２
副
）

下
段
右
か
ら

　

田
村　

真
弓
（
２
の
５
正
）

　

小
栁　

真
弓
（
１
の
７
副
）

　

石
川　
　

努
（
２
の
２
正
）

　

磯　
　

寿
人
（
３
の
５
副
）

上
段
右
か
ら

　

中
條
佳
津
子
（
養
護
教
諭
）

　

西
山
久
美
子

　

鈴
木　

義
孝
（
２
の
６
副
）

　

村
田　
　

剛
（
３
の
２
正
）

　

門
傳
由
実
子
（
１
の
５
副
）

下
段
右
か
ら

　

土
澤　

直
也
（
３
の
４
正
）

　

荒
井　

浩
司
（
１
の
４
副
）

　

大
浦　

朝
美
（
２
の
３
副
）

　

遠
井　
　

努
（
２
年
付
）

上
段
右
か
ら

　

中
村　

有
紀
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
職
員
）

　

稲
村
真
利
子
（
主
査
）

　

鈴
木　

智
穂
（
主
任
）

　

手
塚　

麻
由
美
（
司
書
）

下
段
右
か
ら

　

南
保　
　

遥
（
主
事
）

　

矢
口　

安
夫
（
事
務
長
）

　

髙
橋　

佳
幸
（
技
査
）

　

増
田　

修
斗
（
公
仕
）

事　
　

務

理　
　

科

地
歴
・
公
民
科

保
健
体
育
科

 
二
年
生
に
望
む
こ
と

二
学
年
主
任　

唐
木
澤
妙
子

　

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
ヶ
月

た
ち
、
先
日
の
球
技
大
会
で
は
ク
ラ

ス
の
ま
と
ま
り
や
競
技
に
向
か
う
姿

勢
に
こ
の
一
年
間
の
成
長
を
実
感
し

ま
し
た
。
来
年
に
は
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
、
今
年
も

諸
活
動
に
自
主
的
に
参
加
し
て
く
れ

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

二
年
生
は
今
後
の
自
分
の
方
向
性

を
決
め
る
大
切
な
一
年
で
す
。是
非
、

高
校
生
の
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
に

精
一
杯
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
学
習
。
そ
し
て
部
活

 

こ
の
一
年
を
大
切
に
。

三
学
年
主
任　

塚
田　

優
子

　

皆
さ
ん
の
高
校
生
活
は
ど
ん
な
も

の
で
す
か
？
毎
日
友
達
と
一
緒
で
楽

し
い
？
勉
強
が
大
変
で
つ
ら
い
？
た

と
え
ど
ん
な
高
校
生
活
だ
と
し
て
も

来
年
の
三
月
で
終
わ
り
で
す
。
ど
ん

な
に
宇
南
が
好
き
で
も
来
年
宇
南
の

生
徒
で
い
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

来
年
の
今
頃
は
大
学
、
短
大
、
専
門

学
校
、
就
職
、
様
々
な
場
所
で
様
々

な
毎
日
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

先
日
の
芸
術
鑑
賞
会
で
の
劇
中
の

台
詞
に
、「（
た
と
え
他
か
ら
ど
う
見

え
よ
う
と
も
）
私
は
自
分
の
仕
事
に

動
や
特
別
活
動
、
様
々
な
研
修
会
や

社
会
貢
献
活
動
な
ど
。
時
間
が
な
い

か
ら
な
ど
と
諦
め
ず
に
、
時
間
と
自

分
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
欲

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
二
年
生
で
培
っ

た
物
事
に
対
す
る
姿
勢
が
、
三
年
生

で
の
飛
躍
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

進
路
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
年
で

さ
ら
に
深
く
細
か
く
考
え
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
夏
休
み
に
は
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
す
る
な
ど

し
て
三
年
ま
で
に
は
自
分
の
希
望
と

適
性
に
あ
っ
た
方
向
を
決
め
ら
れ
る

よ
う
に
、
ご
家
庭
で
も
ご
協
力
と
サ

ポ
ー
ト
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

誇
り
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
！
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
来
年

の
居
場
所
は
皆
さ
ん
自
身
が
誇
り
を

持
っ
て
い
ら
れ
る
場
所
で
し
ょ
う

か
？
日
々
の
努
力
の
結
果
、
勝
ち
得

た
居
場
所
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
誇
る

べ
き
も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

三
年
生
に
と
っ
て
こ
こ
か
ら
数
ヶ

月
の
高
校
生
活
が
人
生
を
大
き
く
左

右
し
ま
す
。
高
校
生
活
に
悔
い
を
残

さ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
下
さ

い
。
皆
さ
ん
全
員
が
「
あ
の
と
き
の

自
分
の
努
力
が
誇
る
べ
き
今
に
繋

が
っ
た
ん
だ
な
あ
」
と
回
想
し
て
欲

し
い
、
心
底
そ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
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面
川　

美
津
子

　

本
校
で
の
総
務
部
の
活
動
は
、
以

前
行
っ
て
い
た
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運

動
」
に
変
わ
り
、「
ア
ル
ミ
缶
プ
ル

タ
ブ
回
収
」等
を
考
案
し
て
い
ま
す
。

日
頃
の
消
費
生
活
の
中
で
、
資
源
再

生
を
図
る
こ
と
で
新
た
な
製
品
を
生

み
出
し
再
利
用
で
き
得
る
物
が
多
々

あ
り
ま
す
。
学
校
で
家
庭
か
ら
出
た

不
要
物
を
回
収
す
る
こ
と
は
、
ゴ
ミ

を
減
ら
し
環
境
保
護
に
も
繋
が
り
ま

す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
エ
コ
回
収

の
実
施
に
向
け
て
総
務
部
で
は
話
し

合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。
学
校
全
体

で
環
境
を
良
く
す
る
取
り
組
み
が
で

き
る
様
、
総
務
部
一
同
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
一
年
間
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

熊
谷　

喜
代
美

　

こ
ん
に
ち
は
。

　

厚
生
部
部
長
の
熊
谷
と
申
し
ま

す
。

　

厚
生
部
の
主
な
仕
事
は
、
毎
年
七

月
に
行
わ
れ
る
雀
宮
地
区
九
校
球
技

大
会
に
向
け
て
の
準
備
・
運
営
で
す
。

九
校
球
技
大
会
と
は
、
雀
宮
地
区
に

あ
る
小
学
校
五
校
・
中
学
校
二
校
・

そ
し
て
本
校
と
宇
工
の
九
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
対
抗
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
試
合
を
行
う
も
の
で
す
。

厚
生
部
は
、
執
行
部
の
方
と
協
力
し

選
手
の
募
集
を
し
、
練
習
の
日
程
を

調
整
し
た
り
、
大
会
当
日
は
、
選
手

の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
ス
ム
ー
ズ
に
試

合
が
で
き
る
様
、
お
手
伝
い
や
応
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
準
優

勝
と
い
う
二
十
年
ぶ
り
の
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
本
校
の
父
兄
だ
け
で

な
く
、
他
校
の
父
兄
の
方
と
も
楽
し

く
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
球
技

大
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
沢
山
の
方
々
に
参
加
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

稲
葉　

聡
美

　

生
活
指
導
部
の
主
な
活
動
は
、
毎

年
九
月
と
十
二
月
、
そ
し
て
一
昨
年

か
ら
四
月
に
も
増
や
し
、各
三
日
間
、

先
生
と
係
の
生
徒
達
と
、
一
緒
に
通

学
路
に
立
ち
、
交
通
指
導
を
行
う
事

で
す
。

　

雀
宮
東
小
北
側
通
路
、
東
谷
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
前
の
交
差
点
、
マ
ル
カ

冷
蔵
前
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

宇
南
の
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
自
転

車
通
学
を
し
て
い
ま
す
。
通
学
時
の

様
子
を
見
て
み
ま
す
と
、
雨
の
日
の

傘
差
し
運
転
、
イ
ヤ
ホ
ン
を
耳
に
つ

け
て
の
運
転
、
並
列
走
行
な
ど
、
危

険
な
乗
り
方
を
し
て
い
る
生
徒
が
な

か
な
か
減
り
ま
せ
ん
。

　

年
三
回
の
活
動
を
通
じ
、
生
徒
達

の
安
全
と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
目

指
し
、
特
に
一
列
進
行
・
左
側
通
行
・

交
差
点
で
の
注
意
を
心
掛
け
る
こ
と

を
実
践
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

部
員
一
同
、
交
通
指
導
に
あ
た
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
一

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

増
渕　
　

栄

　

研
修
部
の
主
な
活
動
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
研

修
旅
行
と
研
修
会
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
は
大
学
見
学
を

メ
イ
ン
に
昼
食
を
は
さ
ん
で
周
辺
散

策
な
ど
で
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

学
見
学
で
は
職
員
の
方
や
現
役
の
学

生
さ
ん
に
直
接
案
内
を
し
て
も
ら
い

な
が
ら
詳
し
い
説
明
を
聞
く
事
が
出

来
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と

は
違
っ
た
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

今
年
は
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
と
浅
草
散
策
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
て
参
加
人
数
を
増
や
し
て
の
日
程

に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
秋
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
研
修
内
容
は
未
定
で
す
が
、
楽

し
く
体
験
で
き
る
事
を
企
画
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
部
の
活
動
を
通
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

様
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

太
田　

美
子

　

今
年
度
、
広
報
部
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

三
年
目
と
は
い
え
、
た
だ
先
輩
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
方
々
に
、
つ
い
て
き
た
二
年

間
で
し
た
の
で
、
少
し
不
安
が
あ
り

ま
す
が
、
広
報
部
員
の
方
々
の
お
力

を
お
借
り
し
て
、
一
年
間
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
部
は
、
年
二
回
広
報
誌
「
み

な
み
」
を
発
刊
し
て
お
り
ま
す
。
編

集
会
議
で
は
、
内
容
、
使
用
写
真
の

選
定
に
悩
み
な
が
ら
、
少
し
で
も
生

徒
達
の
生
に
近
い
様
子
を
お
伝
え
で

き
た
ら
と
の
思
い
で
、
作
成
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

他
の
専
門
部
よ
り
集
ま
る
日
数
が

多
い
の
で
す
が
、
学
校
・
生
徒
と
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
文
字
や
写
真
で
の
情
報
交

換
が
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
さ
わ
や
か
宇
南
を

少
し
で
も
多
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う

広
報
部
員
一
同
、
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
の
程
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

総　

務　

部

総　

務　

部

生
活
指
導
部

生
活
指
導
部

研　

修　

部

研　

修　

部

厚　

生　

部

厚　

生　

部

広　

報　

部

広　

報　

部

専
門
部
会
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会
に
飛
び
込
み
活
躍
で
き
る
事
を
祈

願
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
九
日　

　
　

宇
都
宮
市
立
南
図
書
に
て
）

　

七
月
二
日
（
日
）
雀
宮
南
小
学
校

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
１
勝
１
敗
と
善

戦
し
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
３
位
入
賞
し
ま

し
た
。

芸
術
鑑
賞
会

研 

修 

旅 

行

第
三
学
年
部
会

劇
団
銅
鑼
公
演
鑑
賞

６
月
14
日
（
水
）

宇
都
宮
市
文
化
会
館

行 

事 

予 

定

九
月　
　

学
校
祭

　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
第
一
学
年
会

　
　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
第
二
学
年
会

十
月　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

十
一
月　

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会

十
二
月　

広
報
「
み
な
み
」
発
行

三
月　
　

卒
業
式

参
加
し
ま
し
た
。
現
役
大
学
生
と
直

接
話
せ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来

て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　

昼
食
は
浅
草
に
て
自
由
散
策
で
し

た
。
お
天
気
も
回
復
し
、
皆
さ
ん
思

い
に
浅
草
を
楽
し
ま
れ
た
事
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
て
、
無
事
に
研
修
旅
行
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
次
年
度
も
よ

り
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

様
、
研
修
部
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

十
月
二
十
八
日
（
土
）
に
は
研
修

会
も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

御
参
加
く
だ
さ
い
。

進
路
選
択
に
つ
い
て

第
三
学
年
委
員
長　

今
西　

雄
二

　

進
路
選
択
す
る
際
に
先
ず
何
を
考

え
ま
す
か
？
私
は
進
路
を
決
め
る
の

に
一
番
大
切
な
の
は
将
来
像
を
描
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
将
来
何
に
な

り
た
い
の
か
？
ど
の
道
を
歩
ん
で
い

け
ば
良
い
の
か
？
自
分
の
人
生
を
決

め
る
時
間
が
迫
っ
て
き
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
す
。
漠
然
と
高
校
生
活
を

過
ご
し
、
将
来
を
決
め
ら
れ
ず
に
い

る
と
結
果
的
に
遠
回
り
を
し
て
し
ま

う
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

将
来
の
職
業
に
有
利
な
知
識
を
習

得
で
き
る
進
路
を
選
択
し
、
専
門
的

な
学
習
を
し
な
が
ら
自
分
自
身
を
磨

き
上
げ
て
欲
し
い
で
す
。
将
来
、
就

職
活
動
を
行
う
時
に
と
て
も
有
利
に

な
る
は
ず
で
す
。

　

高
校
生
活
は
将
来
に
向
け
た
大
変

重
要
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
高
校

生
活
を
ど
れ
だ
け
有
意
義
に
過
ご

し
、
ど
れ
だ
け
努
力
し
頑
張
れ
る
か

で
大
き
な
差
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　

宝
石
に
例
え
る
な
ら
、
高
校
時
代

は
ま
だ
原
石
で
す
。
こ
の
時
期
輝
き

は
ま
だ
隠
れ
て
い
ま
す
。
進
学
し
学

び
に
励
む
こ
と
で
原
石
に
磨
き
が

か
か
り
最
後
に
は
美
し
い
輝
き
に
覆

わ
れ
る
は
ず
で
す
。
誰
も
が
原
石
な

の
で
す
。
原
石
の
磨
き
方
次
第
で
宝

石
の
価
値
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
今
日
か
ら
磨
き
方
を
考
え
、
行

動
に
変
え
て
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
は
社
会
人
と
し
て
の
誇

り
を
抱
き
、
荒
波
が
待
ち
受
け
る
社

　

六
月
三
十
日
（
金
）
生
憎
の
小
雨

模
様
の
中
、
明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
向
け
て
研
修
旅
行
に
出

発
し
ま
し
た
。
総
勢
五
十
三
名
の
参

加
者
、
バ
ス
二
台
で
の
移
動
で
す
。

途
中
大
き
な
渋
滞
も
な
く
、
予
定
よ

り
早
く
明
治
大
学
へ
到
着
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
は
地
上
二
十

三
階
建
の
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
を
中
心

に
学
習
施
設
が
集
中
す
る
都
心
型

キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
充
実
し
た
設
備

や
環
境
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
も
の

で
し
た
。
最
上
階
に
あ
る
岸
本
辰
雄

ホ
ー
ル
の
ド
ー
ム
型
天
井
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
、
窓
か
ら
は
東
京

の
街
並
み
が
一
望
出
来
ま
し
た
。

　

在
校
生
に
よ
る
実
体
験
を
交
え
た

詳
し
い
説
明
を
受
け
て
か
ら
、
四
班

に
分
か
れ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に

　
「
大
人
は
、
私
達
の
事
、　

何
も
理

解
し
て
く
れ
な
い
！
」

　
「
あ
な
た
の
為
に
、
一
生
懸
命
な

の
に
…
」

　

今
回
は
「
チ
ャ
ー
ジ
」
と
い
う
公

演
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
舞
台
は

清
掃
会
社
。
そ
の
中
で
働
く
い
ろ
い

ろ
な
事
情
を
抱
え
て
い
る
従
業
員

達
。
人
と
関
わ
っ
て
い
く
中
で
考
え

さ
せ
ら
れ
る
事
。
働
く
・
生
き
る
・

家
族
っ
て
？
人
を
信
じ
る
っ
て
？
多

忙
な
日
常
の
中
で
ほ
ん
の
少
し
、
心

の
隅
っ
こ
に
置
き
忘
れ
て
い
た
事

を
、
見
つ
め
直
す
時
間
を
貰
っ
て
き

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雀
宮
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ

９
校
球
技
大
会
厚
生
部
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部活動等  結 果 報 告
◆陸上部
第63回栃木県陸上競技春季大会
　女子5000ｍ第1位 3年4組　吉田　佳萌
　女子４×400ｍリレー第2位
　　3年4組　齊木　あゆ　　3年4組　小林　叶佳
　　2年4組　高橋　有沙　　2年4組　森　　玲南
　女子走幅跳第1位 2年4組　高橋　有沙
　女子走高跳第2位 2年4組　森　　玲南
　女子砲丸投第1位 2年5組　井上　朱星
　女子ハンマー投第3位 3年2組　粂川　真澄
　男子八種競技第1位 2年4組　久保　勇貴
　　　〃　　　第3位 2年2組　荻原　海大
平成29年度第58回栃木県高等学校総合体育大会陸上競技
　男子八種競技第1位 2年4組　久保　勇貴
　女子400ｍ第3位 3年4組　齊木　あゆ
　女子7種競技第3位 2年3組　井上　風奏
　女子砲丸投第1位 3年2組　粂川　真澄
　女子砲丸投第2位 2年5組　井上　朱星
　女子砲丸投第3位 1年5組　岡田　姫來
　女子ハンマー投第2位 3年4組　粂川　真澄
　女子4×100mリレー第3位
　　2年6組　片山　陽菜　　3年3組　安達　千乃
　　2年4組　高橋　有沙　　3年3組　吉野さくら
　女子４×400ｍリレー第3位
　　3年4組　齊木　あゆ　　3年3組　安達　千乃
　　2年4組　高橋　有沙　　2年4組　森　　玲南
　女子総合第3位 3年4組　齊木　あゆ
第88回栃木県陸上競技選手権大会
　女子ハンマー投第2位 3年2組　粂川　真澄
　女子砲丸投第3位 1年5組　岡田　姫來
　女子100ｍYH第1位 1年8組　永田　碧美
　女子４×400ｍR第3位
　　3年4組　齊木　あゆ　　3年3組　安達　千乃
　　2年4組　高橋　有沙　　2年4組　森　　玲南
平成29年度関東高等学校陸上競技大会
　北関東男子八種競技第5位　2年4組　久保　勇貴
平成29年度栃木県学年別陸上競技大会
　2年女子走幅跳 2年4組　高橋　有沙
　女子総合 2年5組　井上　朱星

◆バドミントン部
平成29年度第58回栃木県高等学校総合体育大会バドミントン競技会兼
第63回関東高等学校バドミントン選手権大会栃木県予選会
　男子団体第3位 3年2組　阿部　元輝　　3年3組　百目鬼悠杜
 3年2組　山川　　拓　　3年3組　中山　天斗
 3年5組　今瀬　　凌　　2年7組　菊地　隆太
 2年4組　早川　　凜　　3年6組　岩永　拓海
平成29年度第58回栃木県高等学校総合体育大会バドミントン競技会兼
第63回関東高等学校バドミントン選手権大会栃木県予選会
　女子団体準優勝 3年6組　大出　夏海　　3年2組　秋葉萌々子
 3年4組　斎藤　桃香　　2年1組　大垣　日南
 2年5組　佐藤　友実　　2年5組　余川　未来
 1年5組　大垣　友南　　3年2組　上野　　叶
平成29年度第68回全国高等学校総合体育大会バドミントン競技会
栃木県予選会
　男子団体第3位 3年2組　阿部　元輝　　3年3組　百目鬼悠杜
 3年2組　山川　　拓　　3年3組　中山　天斗
 3年5組　今瀬　　凌　　2年7組　菊地　隆太
 2年4組　早川　　凜　　2年3組　矢口　峻久
国民体育大会県選手選考会
　男子ダブルス第3位　2年7組　菊地　隆太　　2年4組　早川　　凜
平成29年度第68回全国高等学校総合体育大会バドミントン競技会
栃木県予選会
　女子団体準優勝 3年6組　大出　夏海　　3年2組　秋葉萌々子
 3年4組　斎藤　桃香　　2年1組　大垣　日南
 2年5組　佐藤　友実　　2年5組　余川　未来
 1年5組　大垣　友南　　3年2組　上野　　叶

◆柔道部
平成29年度栃木県総合体育大会柔道競技兼第65回関東高等学校柔
道大会栃木県予選会
　女子団体第3位 1年3組　磯田　千夏　　1年3組　高松小優希
 1年7組　神谷　未織　　1年8組　森田　風香
　女子個人78kg超級優勝 1年7組　神谷　未織
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ関東女子ジュニア体重別選手権
大会栃木県予選会
　個人44kg級第3位 1年3組　高松小優希
　個人48kg級第3位 1年8組　森田　風香
　個人78kg超級準優勝 1年7組　神谷　未織

平成29年度全国高等学校総合体育大会柔道競技会栃木県予選会
　女子個人78kg超級第3位　1年7組　神谷　未織

◆水泳部
第58回栃木県高等学校総合体育大会水泳競技大会
　50m自由形1位 2年5組　今井　祐輝
　100m自由形2位 2年5組　今井　祐輝
　200m個人メドレー3位 3年2組　大島　　崇
　競泳男子総合3位 3年2組　大島　　崇
　200m個人メドレー2位 3年4組　塚田　結子
　400m個人メドレー2位 3年4組　塚田　結子
　100m背泳ぎ2位 2年3組　薄井　美空
　50m自由形3位 2年3組　薄井　美空
　200m自由形2位 1年4組　栁沼　里奈
　400mリレー1位 3年4組　塚田　結子　　1年4組　栁沼　里奈
 2年2組　篠田　　萌　　2年3組　薄井　美空
　400mメドレーリレー3位
　　2年3組　薄井　美空　　3年4組　塚田　結子
　　2年2組　篠田　　萌　　1年2組　猪瀨　理央
　競泳女子総合準優勝 3年4組　塚田　結子
　男子飛板飛込1位 2年7組　相崎　陽玖
　男子飛板飛込2位 2年5組　伊藤　　駿
　飛込男子総合優勝 2年7組　相崎　陽玖
　女子飛板飛込1位 2年7組　林　　夏凜
　女子飛板飛込2位 2年7組　青柳　春花
　飛込女子総合優勝 2年7組　林　　夏凜
第68回関東高等学校水泳競技大会栃木県予選会
　50m自由形1位 2年5組　今井　祐輝
　100m自由形2位 2年5組　今井　祐輝
　200m個人メドレー1位 3年2組　大島　　崇
　200m個人メドレー2位 3年4組　塚田　結子
　100m背泳ぎ2位 2年3組　薄井　美空
　50m自由形2位 2年3組　薄井　美空
　200m自由形3位 1年4組　栁沼　里奈
　400mリレー2位 1年2組　猪瀨　理央　　1年4組　栁沼　里奈
 2年2組　篠田　　萌　　2年3組　薄井　美空
　400mメドレーリレー3位
　　2年3組　薄井　美空　　1年4組　栁沼　里奈
　　1年2組　前川　遥叶　　2年2組　篠田　　萌
　男子飛板飛込1位 2年7組　相崎　陽玖
　男子飛板飛込2位 2年5組　伊藤　　駿
　男子高飛込1位 2年5組　伊藤　　駿
　男子高飛込2位 2年7組　相崎　陽玖
　女子飛板飛込1位 2年7組　林　　夏凜
　女子飛板飛込2位 2年7組　青柳　春花
　女子飛板飛込3位 2年3組　小林亜美香
　女子高飛込1位 2年7組　林　　夏凜
　女子高飛込2位 2年3組　小林亜美香

◆フェンシング部
平成29年度全国高等学校総合体育大会フェンシング競技会栃木県予選会
　男子団体優勝　2年8組　檜尾　一輝　　2年4組　弘野　満哉
　　　　　　　　1年4組　京極　光志　　1年3組　仙波　　響
　　　　　　　　1年1組　前田　一心
　個人フルーレ優勝 1年4組　京極　光志
　個人フルーレ2位 1年3組　仙波　　響
　個人サーブル優勝 1年3組　仙波　　響
第72回国民体育大会栃木県予選会フェンシング競技会
　少年男子フルーレ優勝 1年3組　仙波　　響
　少年男子フルーレ2位 1年4組　京極　光志
平成29年度栃木県高等学校総合体育大会
　団体優勝　2年8組　檜尾　一輝　　2年4組　弘野　満哉
　　　　　　1年4組　京極　光志　　1年3組　仙波　　響
　　　　　　1年1組　前田　一心
　個人フルーレ優勝 1年4組　京極　光志
　個人フルーレ２位 1年3組　仙波　　響
　個人フルーレ３位 1年1組　前田　一心
　個人サーブル優勝 1年3組　仙波　　響
　個人エペ第２位 1年4組　京極　光志

◆栃木県高等学校指定運動部指定証授与
●バドミントン部（男子・女子） 遠井　　努　教諭
●水泳（飛び込み）（女子・男子） 鈴木　義孝　教諭
●フェンシング（男子） 土澤　直也　教諭

（部活動外）
●国際ソロプチミスト宇都宮クラブ・ユース・フォーラム
　　優秀賞 2年1組　上野　開美
●第37回国際理解英語弁論大会
　　優秀賞（第2位） 3年5組　岩崎　南空

ホームページご覧下さい。
http://www.tochigi-edu.ed.jp/utsunomiyaminami/ 写真協力／写真部


